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 寒い寒い冬が始まりましたね。朝起きるのが辛くなっている人も多いのではないのでしょ

うか？寒くなるにつれて、感染症が流行したり、体調を崩す人も多くなってきます。 

 もうすぐクリスマスやお正月など、楽しいイベントが待っています。万全の体調で楽しめ

るよう、しっかりと健康管理していきましょう。 

 

ウイルスは低温・低湿度を好みます。 

したがって冬になると夏よりも長く生

存できるようになるのです。 

また、冬に人の体温が下がることで免疫力が下がります。 

これらのことから冬に感染症が流行しやすくなるのです。 

 

今回はインフルエンザと、ノロウイルスなどの感染性胃腸

炎について詳しくお知らせします。 

感染性胃腸炎などの 

その他の感染症の出席停止について 

もしかしたら…と思ったら医療機関で 

検査をしてもらいましょう！

第三種＊その他の感染症とは・・・感染性胃腸炎（ノロウイルス、ロタ

ウイルスなど）・溶連菌感染症・サルモネラ感染症(腸チフス、パラチフスを

除く)・マイコプラズマ感染症・手足口病など（あらかじめ特定の疾患を定めて

あるものではない。） 

学校で通常見られないような重大な流行が起こった場合に、その感染拡大を

防ぐために、必要がある時に限り出席停止となります。インフルエンザのよ

うに、すぐに出席停止となる感染症ではありません。 

インフルエンザは、学校保健安全法施行規則(第 18 条)で第二種の感染症に規定されています。

第二種の感染症は、空気感染又は飛沫感染するもので、児童生徒等のり患が多く、学校におい

て流行を広げる可能性が高い感染症です。感染拡大を防ぐために出席停止となります。 

診断された病院で証明書に記入してもらい、出席停止期間後に担任へ提出をお願いします。 

(用紙は学校にあります。また、『入学の手引』と本校のホームページにも掲載しています。) 

インフルエンザと診断されたら… 


